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【授業デザイン会の様子】
　授業検討会では，参加者とのディスカッション

を通して，さらなる工夫が必要であることが明ら

かになった。導入部分からみていく。なお，参加

者の発言は，ファシリテーショングラフィックと

して可視化しその場で共有した（図 3）。

　検討会前，導入は次のように計画していた。

　文化祭準備のイラスト（図 1）から気づい

たことを挙げてもらい，制服から役割分担に

男女が関係していることに気づかせる。その

後，制服の男女兼用を紹介する。そして，最

近は生徒側から兼用の服を導入して欲しいと

いう意見が挙がっていることを伝え，その理

由を問う。

　この導入案に対して，「イラストの目につく名

詞を挙げさせ，挙がった名詞を使用して文章を作

るといった細部に注目する段階を加えることで，

気づきを文章化しやすい」との意見があった。ま

た，「男女兼用の制服より，男女による役割分担

に着目してそれを問いにした方が良いのでは」と

の意見もあった。イラスト中の黒板の文字を残す

べきかどうかも話題になったが，今回はそのまま

使用することにした。
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図３　授業検討会のファシリテーショングラフィック
（一部を参考資料として挙げる） 
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　続けて，まとめの部分についての検討会の様子

を紹介する。検討会前，まとめは次のように計画

していた。

　銭湯のイラスト（図 6）を見せ，気づくこ

とを挙げさせる。女湯の入口に，ポスターが

貼られていること，男の子のように見える子

がいることを伝える。その後，お風呂のルー

ルを見せ，髪を湯船につけてはいけないこと

や８歳以上は混浴できないことから，髪が長

いのは女性という先入観や，子どもが異性混

浴をはずかしいと思うようになる年齢（心の

性が生じること）に気づかせる。

　これに対し，「ただ気づきを聞くのではなく，

誰が男なのか女なのかを聞いたり，男湯・女湯の

どちらに入っていくかを聞いたりしてもよいので

は」という意見が挙がった。さらに，「今回は，

子どもに着目して，男湯・女湯のどちらに入って

いくのかを尋ね，理由も聞いてはどうか」という

意見が出された。この方が，今回意図している男

女に対する先入観や子どもの心の性といった授業

のテーマと結びつきやすくなるのではないか，と

いう結論に至った。

　検討会での議論を受けて，午後の模擬授業では

次の通り修正を加えて実施することにした。さら

に，文化祭準備のイラストは昼休みに図 4 のよ

うに修正した。

修正後の導入・展開・まとめ

●目につくもの（名詞）を挙げてもらい，そ

こから文章を作成してもらう二段階での読み

取りにする。このことで，イラストから多く

の情報を読み取らせ，各グループにおける班

での役割と男女の関係性を意識できるように

する。なお，男女兼用の制服の話題や当初予

定していた展開の内容は，時間の都合上から

実施しないこととした。

●まとめとして予定していた温泉のイラスト

を利用した活動を，展開部分の活動として実

施する。ここでは，子どもに着目して，どち

らに入っていくのかを尋ねる。また，その理

由も聞く。意見を確認後，「入浴マナー」( 滋

賀県生活衛生営業指導センター ) を見せる。

ここでは，髪を湯船につけてはいけないルー

ルが女性側にしか掲示されていないことや，

8 歳以上は混浴できないことを示す。そして，

男女はこうあるものという先入観や子どもの

頃に心の性が生じることを認識させる流れと

した。

「文化祭準備」のイラスト修正前（図１再掲） 図４　「文化祭準備」のイラスト修正後
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Ⅲ－ 2　模擬授業の様子
　午後（第二部）の模擬授業 1 本目として 25 分

の授業を行った。この際，森が進行し，三原が解

説をした。 授業デザイン会に加わった 6 名は見

学者として，他の 34 名（高校教員，大学教員等）

は児童役として参加した。当日の授業は次のス

テップで実施した。

【ステップ 1】文化祭準備のイラストを利用した
ワーク

a) ビジュアルテキスト（図 4）を印刷した A5

紙を学習者に配付する

b) 同じビジュアルテキスト（図 4）をプロジェ

クターでも投影する

c)「イラストをよく見て見つけた名詞をでき

るだけたくさん書き出そう」と指示する

d)「先ほどの活動を踏まえて，イラストを見

て気づいたことを A4 紙に記入しよう」と

指示する（A4 紙配付）

　a ～ b の準備を整えたところで，c の指示をし

た。c ～ d は，看図アプローチの典型的な質問

の形式に準じる形で実施した（鹿内 2015，溝上 

2025）。その後，4 名グループ内で共有する活動

を行った。学習者は，ビジュアルテキストに直接

描かれているものを記入した。ここでは主に次の

ような名詞が挙げられていた。「生徒」「時計」「の

り」「はさみ」「黒板」「男の子」「女の子」「絵具」

「本」「時間割」「ゴミ箱」。特に「生徒」の回答が

多くみられた。これ以外にも，「制服」といった

回答もあった。

　次に，d の指示をし，各自が水性マーカーで

A4 紙に気づきを記入していった。この際，1 枚

の紙には，1 つの気づきを記入するように指示し

た。記入後は，グループ内で気づきを発表し合い，

共有した。さらに，発表がひと通り終わった班か

ら，それぞれ記入した紙を前方に掲示してもらっ

た（図５）。

　その後，似た気づきを近くに貼り直し緩やかに

分類をした上で，授業者から紹介をした。ここで

は，主に次のような気づきが出されていた。

• 性別で役割分担をしている

• 道具は男子，服は女子で役割分担をしている

• 台本係は性別で役割分担されていない

• 座り方が正座，あぐら，片膝立ちがある

• どのような表情をしているかわからない

• いろんな道具が散らかっている

• 他の人と違う制服を着ている人がひとりいる

• ひらがなが多い

• 教室のレイアウトは，いつもの教室とは異

なっている

　最も多かった気づきは「性別での役割分担」に

関するものであり，男女での分担の違いを疑問視

する声も挙がった。

図 5　各自の「気づき」の前方への掲示

【ステップ 2】ジェンダーの先入観について説明
　授業デザイン会を受けて，この部分については

ワークを入れずに，授業者が想定していた展開を

口頭で説明するだけに留めた（p.26 「3．当初の

学習指導案」展開を参照）。
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【ステップ 3】銭湯のイラストを利用したワーク

e) ビジュアルテキスト（図 6）を印刷した A5

紙を学習者に配付する

f) 同じビジュアルテキスト（図 6） をプロジェ

クターでも投影する

g)「子どもは，男湯と女湯のどちらに入るで

しょう。理由も併せて考えましょう。」と指

示する

h) イラストの意図を説明

i) まとめとして活動の振り返りをする

　e～fの準備を整えたところで，gの指示をした。

この際，子どもだけに注目してもらい，「注目し

た子どもは女湯と男湯のどちらに入ると思います

か？」と伝えた。その後，4 名グループ内で共有

する活動を行った（図 7）。

　「男湯に入る」もしくは「女湯に入る」と回答

した際の理由として，次のような意見が出された。  

【男湯に入ると考えた理由】

• 妊婦さんと一緒にいる子どもは男湯に，お母

さんと問答していることから，男湯に行くよ

うに促されている

【女湯に入ると考えた理由】

• 妊婦さんと一緒にいる子どもは女湯に，お母

さんと一緒にいるし，女湯に近いから

• 髪も長いので女湯に入る

• 女湯の入口にいる車の玩具を持っている子は

兄弟で，男湯に入りたいけど，お母さんに連

れられて女湯に入ろうとしている

「銭湯」のイラスト修正前（図２再掲） 図６　「銭湯」のイラスト修正後

図 7　銭湯のイラストを読み解く学習者の様子
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【ステップ 4】まとめ
　第 1 筆者でイラスト作成者の三原が，イラス

トの意図として，図 6 の矢印の子どもについて

次の通り解説をした（図 8）。

○注目している子どもは混浴の年齢制限を超

えているため，母親と一緒に銭湯に入るこ

とができない

○女湯からは二人の子ども（注目している子ど

もの兄弟）が顔をのぞかせていて，母親が

来るのを待っている

○注目している子どもは兄弟で一人だけ男湯

に入らなければならないことに抵抗してい

る

図６（再掲）

図 8　イラスト作成の意図を説明する様子

Ⅲ－ 3　振り返り会での議論
　振り返り会（第三部）では，3 回のセッション

を設けた。1 回目は，授業者及び授業デザイン会

に参加したメンバーで実施した。2 回目は，授業

者及び児童役で参加したメンバーで実施した。3

回目は，1 回目と同じメンバーで実施した。

　この振り返り会で出された意見は，第 3 筆者

の溝上によってグラフィックレコードを行った。

この際，授業手法などの表面的な議論となること

を防ぎ，より深い気づきに向かうよう，コルトハー

ヘンの「具体化のための質問」（表２）を利用した。

ここでは，実践の文脈を意識しながら，授業者と

学習者の立場から表２の通り 4 つの層にわたっ

て記録をした（コルトハーヘン 邦訳 2010, 渡辺

2019）。ここでは，話し合いの硬直化が起こらな

いようフレームを埋めるのではなく，出された意

見を緩やかに分類しながら記入していくために利

用した （ 図 9）。

　　　   表２　具体化ための質問 
文脈はどのようなものでしたか？ 

 授業者 学習者 

Want 

望んでいたこと 
① ⑤ 

Do 

したこと 
② ⑥ 

Think 

考えていたこと 
③ ⑦ 

Feel 

感じたこと 
④ ⑧ 

 Korthagen et al. (2001) をもとに , 第３筆者 作成 ( 一部改 )

図 9　振り返り会での記録の様子
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　振り返り会では，①～⑧に相当する意見として，

主に次のような意見が出された。

【授業者】

① 授業者が望んでいたこと

• 性による偏見に気づいてもらいたい。

•（文化祭準備のイラストの）気づきを分類し

た後に，（銭湯のイラストに繋がる）問いか

けを考えたい。

•LGBTQ だけでなく，（イラストの中の工夫に

ついて）様々なところに気づいて欲しい。

② 授業者がしたこと

• 看図アプローチで日常の場面を切り取ること

で，偏見に気づかせる。

• 看図アプローチを利用することで，様々な意

見がフラットな関係性の中で出されるように

する。

• イラストの曖昧性を高める。

③ 授業者が考えていたこと

• 心は自由なはず。

• 誘導せずに導きたい。

④ 授業者が感じたこと

• イラストから実際に読み取ってもらえて，自

信になった。嬉しかった。

【学習者】

⑤ 学習者が望んでいたこと

　（該当する主な意見はなし）

⑥ 学習者がしたこと

• 問いが（次々と）出てきた。

⑦ 学習者が考えていたこと

• 子どもとお母さんがやり取りをしているイラ

ストは考えさせられた。

• 名詞を書き出す活動は小学生でもくいつきそ

う。

• 自分の価値観で判断していいのか迷った（揺

さぶられた）。

• イラストを通して，生物的性だけでなく社会

的性等について，自分がどう認識しているの

かがわかった。

⑧ 学習者が感じたこと

• 高校生が描いたイラストが素晴らしく，強み

があると感じた。AI ではつくれないと思っ

た。

• 高校生がつくったという点で驚いた。

• 楽しさから入っていくことで，自主的に学び

たいと思えた。

Ⅳ．まとめと今後の課題
　授業検討会での議論を通して，文化祭準備のイ

ラストでは，当初意識していた制服だけでなく，

「座り方」といった視点でイラストを描き加える

ことができた。このことで私たちが生活している

小さなところにも，その人の「らしさ」があり，

それを性別だけで決めつけてはいけないと再認識

することができた。

　また，銭湯のイラストでは，どのような発問を

行うのか迷っていたが，25 分という時間に合わ

せた問いを考えることができた。「子どもは男湯

と女湯のどちらに入るでしょう？」は，外挿に相

当する発問であった。子どもに焦点を絞り，それ

ぞれのストーリーを様々な視点で考えることで，

どのような場面で性別を意識しているのかを具体

的に捉えやすくなった。それぞれの性別に関する

認識を再確認してもらうのと同時に，今後同様の

状況になったときに多角的に考えて欲しいという

思いも伝わったと感じた。

　いずれも完成前のイラストであったが，検討会

や模擬授業を通して，発問を含めて改善のヒント

を得ることができた。併せて，今後検討すべき課

題として次のような点を見出すことができた。

●文化祭準備のイラストでは，発問は 2 段階

でよいか／イラストの中にある黒板の字は

入れるべきか

●性に関することに，よりスムーズに繋げる

ためにはどうするとよいか

　これらの点を踏まえ，小学生を対象とした授業

では，次のような方法での実施を考えた。
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　文化祭準備のイラストを使用する際は，名詞と

いう言葉使用せずに「何が描いてあるかな。描か

れている『もの』をできるだけたくさん挙げてみ

ましょう」と聞き，次に「書き出したものを使っ

て文章で説明してみよう」と発問する。そうする

ことで，黒板の字を名詞として捉え，解答時に強

く黒板の字に引っ張られるのを防ぐことにする。

場合によっては，黒板の字を「・・・」等で表現

することも併せて検討する。発問については，そ

の後，「どのような係があって，どのような生徒

が担当しているかな」と尋ねる3段階で実施する。

このステップで，係の種類と担当する生徒の特徴

を各班で考え発表してもらい，性別と役割との関

わりに繋げていく。さらに，この役割分担の妥当

性について発問し，男女で分けるのではなく，や

りたい気持ちや得意・不得意で分ける方法がある

ことに気づかせる流れを考えている。

　銭湯のイラストでは，模擬授業と同じ発問で「子

どもはどっちに入っていくでしょうか」「その理

由も考えてください」とする。各班の意見を発表

させた後，入浴のルールのイラストを掲示し，銭

湯の入口のイラストを確認させる。「なぜ女性側

にだけ髪を湯船につけない注意書きがされている

のか」「8歳からなぜ混浴はダメなのか」と問う

ことで，髪が長いのは女性という決めつけや，8

歳からの混浴禁止は，心の性の発達と関連してい

ることに気づかせる。

　なお，子ども自身が異性混浴をはずかしいと思

いはじめた年齢は 6 歳と 7 歳が相対的に高い等

の報告もあり（植田 2020），厚生労働大臣官房

生活衛生・食品安全審議官（2020）の通知では「お

おむね 10 歳以上の男女を混浴させないこと」と

されていたものが「おおむね 7 歳以上」に変更

されている。その後，地方自治他の条例改正が促

され，全国的に混浴禁止年齢が引き下げられる傾

向がみられている。

　本授業を通して，性には体の性だけでなく，心

の性があることや，体の性と心の性は無意識に同

じと思い込んでいることに気づかせる。この思い

込みによって，自身が縛られていることに気づき，

この先入観から解放されることで，より良い社会

が築けることへの理解へと繋げたい。子どもたち

が自信を持って「好きなもの」を主張していいの

だという思いや，友達の心を大切にする思いを

持って，学校生活を送っていく姿を期待したい。
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Ⅰ．はじめに
　『変容につながる 16 のアプローチ－ SDGs を活

かした学校教員の取組－』という資料 ( ユネスコ・

アジア文化センター 2022) の中に次の小見出し

が書かれていた。「『やらされる SDGs』に陥らな

いように」。この小見出しの下で何か特別なこと

が論じられていたわけではないが，「方法論をも

たずに SDGs の海に飛び込まされたら，学習者た

ちは『やらされる SDGs』状態に陥ってしまうで

あろう」ことは容易に想像できた。しかし「看図

アプローチ」という「方法」をもてば，学習者た

ちは極めて主体的に SDGs の課題に取り組んでい

くことができる。そのことを例証していくのが本

稿の目的である。

　2024 年度には，SDGs に関連した特筆すべき

看図アプローチ実践が 2 つ行われた。それが，

本稿をまとめることの契機となっている。そのう

ちのひとつが，三原菜奈海による「看図アプロー

チを利用した LGBTQ に関する小学生向け教材づ

くり実践」である。

　三原はビジュアルテキストも自作し，教材化の

ための予備実践を何度も繰り返している。さらに

そのプロセスを論文にまとめている。その論文は

「看図アプローチを利用した LGBTQ に関する小

学生向け教材についての予備的検討－教材作成プ

ロセスと学習会での検討・実践－」と題して，こ

の拙稿と同時に『全国看図アプローチ研究会研究

誌』25 号に掲載されている。

　三原自身は，自らの実践が SDGs の目標達成を

目指したものであることを強調していない。しか

し三原の実践は，SDGs の「目標 5：ジェンダー

平等を実現しよう」「目標 10：人や国の不平等を

なくそう」「目標 16：平和と公正をすべての人に」

と密接に関連している。さらに「質の高い教育を

みんなに」という意味では「目標 4 」とも関連

してくる。

　SDGs の複数の目標達成に貢献するすぐれた実

践を行っている三原は高校生である。これが最も

特筆すべきことである。高校生が「総合的な探究

の時間」に「LGBTQ」をテーマにした教材づく

りに取り組んだ。そして，その課題に主体的に取

り組んでいくための「方法」として「看図アプロー

チ」を選んでくれたのである。三原は次のように

述べている。「ジェンダーや性差については，当

事者や関係者が身近にいない限り想像しにくい事 

柄である。一方で，これまでの生活を通して知ら

ず知らずのうちに身に付けてきた先入観や偏見に

ついては，日常の場面を振り返ることで気づくこ

とができると考えている。看図アプローチを駆使

することで，この課題に向き合うハードルを下げ，

『看る』ことを通して深く『考える』ことで，児

童のこれからの行動に繋がる教材にしたい。( 三

原他 2025，p.23)」三原は，「見方・考え方を育

むことができる」という看図アプローチの長所を

研究ノート

看図アプローチと SDGs

鹿内信善 1)

SHIKANAI Nobuyoshi­

キーワード：看図アプローチ・SDGs・ESD・IDGs

全国看図アプローチ研究会研究誌 25 号　2025.7

1) 北海道教育大学名誉教授



看図アプローチと SDGs（鹿内信善）

36

適確に理解しLGBTQの教材開発に活用している。

看図アプローチという方法をもてば SDGs の多様

な課題を主体的に探究していけるのである。三原

の探究は「やらされる SDGs」の対極に位置する

ものである。

　もうひとつの特筆すべき実践は，名城大学の学

生前田クリスチャン瑞貴・鷲見章伍・青山恭子が

企業と連携して行った SDGs 実践である。こちら

は SDGs 実践であることを標榜して活動を展開し

ている。その実践を支える「方法」として学生た

ちが採用してくれたのが，やはり「看図アプロー

チ」である。この実践は企業の広報方針の都合に

より，その詳細をまだ公開できていない。しかし，

論文として公開する準備は整えているのでいずれ

公開できるものと思われる。

　日本ユニセフ協会がまとめている資料『読んで

みよう SDGs の前文・宣言』に，次の文章がまと

められている。「子どもや若者たちは，変化を起

こす重要な主体です。ここに掲げる新たな目標は，

より良い世界を創り出すために，彼らの無限の能

力を持ち寄ることのできる土台となるでしょう。」

　現在の地球の姿や社会情勢と照らし合わせなが

ら SDGs の目標リストを読んでいると「それらを

達成するのは絶対に不可能だ」と思うことがある。

しかし，上に見てきたように，高校や大学に学ぶ

若者たちが，看図アプローチという方法をもつこ

とによって，この世界に「変化を起こす重要な主

体」として育ってきている。彼女 ／ 彼らの活躍は，

この世界を変えていくための大きな力になってい

る。

　なお，本稿では SDGs(Sustainable Development 

Goals) およびそれと関連が深い ESD(Education 

for Sustainable Development) の 基 礎 文 献 と

して以下の情報を参照している。SDGs につ

い て は， 外 務 省 (2024)「JAPAN SDGs Action 

Platform」および一般社団法人イマココラボによ

る「SDGs( 持続可能な開発目標 )17 の目標 &169

ターゲット個別解説 」。ESD については，日本ユ

ネスコ国内委員会 (2021)『持続可能な開発のた

めの教育 (ESD) 推進の手引』。また，IDGs(Inner 

Development Goals) も SDGs と関連する重要な取

り組みである。しかし，IDGs には ESD に類似し

ている部分がたくさんある。論点を簡明にするた

め，本稿では IDGs には言及しない。

Ⅱ．密接につながる看図アプローチ実践と SDGs
活動
　これまで看図アプローチ実践は数多く行われて

きた。その多くが SDGs を標榜して行われていな

い。看図アプローチ実践は，あえて SDGs を掲げ

なくても自然に SDGs の目標達成につながってい

くのである。例えば，今回『全国看図アプローチ

研究会研究誌』25 号に三原他論文とともに掲載

されている江草千春論文も SDGs の目標達成に大

きく貢献するものである。江草論文のタイトルは

次のようになっている。「看図アプローチを活用

した定時制高校『英語コミュニケーションⅠ』の

追実践－ 2022 年３月の実践との比較－」。この

タイトルだけからだと SDGs との結びつきが見え

にくいかもしれない。そこで江草によるこれまで

の実践研究も紹介しながら解題を試みたい。

　今号 25 号 (pp.3-21) に掲載された江草論文は，

江草がこれまで継続的に行ってきた一連の実践研

究の中に位置づけられるものである。江草による

一連の研究 ( 江草 2022，2023，2024) は，すべ

て「定時制高校」の生徒たちに「分かりやすく楽

しい英語授業を提供する」ことを目的にして行わ

れている。その目的を達成するための方法として

選ばれたのが看図アプローチである。江草の実践

は授業改善の研究でもある。このためSDGsの「目

標 4．質の高い教育をみんなに」に直接関連して

いる。江草の授業では，生徒たちが「分かりやす

くて楽しい」という感想をもつことが繰り返し観

察されている。江草のクラスの生徒たちは，多様

な学習履歴をもっている。様々な個性をいかしな

がら，次のキャリアステージに進むことを目指し

て日々の学びを重ねている。江草は，そのような

生徒たちに「分かりやすくて楽しい」英語の授業

を提供し続けている。江草が継続してきた，看図

アプローチを活用した英語の授業は，SDGs 目標
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4 のターゲット 3「全ての人々が男女の区別なく，

手の届く質の高い技術教育・職業教育及び大学を

含む高等教育への平等なアクセスを得られるよう

にする。」も充分に達成していると考えられる。

Ⅲ．SDGs の理念「誰一人取り残さない」と看図
アプローチ
身近なところから取り組む
　SDGs では「誰一人取り残さない」の理念を掲

げている。しかしこれを実現することは難しい。

ESD(Education for Sustainable Development) で

は，高いハードルを越えていくために，「身近な

ところから取り組む (think globally, act locally)

ことで，問題の解決につながる新たな価値観や行

動等の変容をもたらし，持続可能な社会を実現し

ていくことを目指して行う学習・教育活動」を提

案している。

　私たち「全国看図アプローチ研究会」も「誰一

人取り残さない」という強い願いをもって様々な

教育活動を重ねてきた。そして私たちにとって「身

近なところ」で，それを実現してきた。私たちの

実践によって「誰一人取り残さない」が実現され

ていることがよくわかるシーンを 3 つ紹介する。

シーン 1　看図作文
　看図作文では，ビジュアルテキストを読み解き，

読み解いた内容を作文にまとめていく。看図作文

は，もともとは台湾や中国で行われていた作文指

導の方法である。ユニークな方法であるが文化的

背景の違いなどもあり，これをそのまま日本の教

育に導入するのは難しかった。そこで鹿内ら ( 鹿

内編著 2010，2014) は，心理学や記号論・物語

論などの研究成果も取り入れて日本の教育に適し

た「鹿内式看図作文」をつくりあげてきた。この

作文指導方法は「誰一人取り残さない」を実現す

るのに役立っている。以下では，新しく開発した

「鹿内式看図作文」を単に「看図作文」と表記し

ていく。

　まず，茅野径子・時田優奈 (2021) の実践を紹

介する。時田は中学校国語科の新任教員，茅野は

時田のメンターを務めるベテラン教員である。新

任の時田が茅野のサポートを受けて初めて行った

看図作文授業の「ふりかえり」を次に載せておく。

なおこの授業の生徒たちは，初めて看図作文授業

を受ける中学 1 年生である。

　今回茅野先生からこのお話をいただいた際

は，「本当にこのクラスで作文を完成させるこ

となどできるのだろうか」という不安がとて

も大きかった。 　

　実際に教室に入り，「今日は作文を書くよ」

と伝えると，「えーーー作文 !?」「絶対無理ー」

「作文苦手なんだよなー」などの声が上がった

が，事前の打ち合わせで，茅野先生はそうい

う反応になるだろうとおっしゃっていたので，

私自身も「まあそうだよな」と思った。

　しかし，実際にグループでの話し合いに入

ると，いつもは「分かんなーい」と言って，

話し合いに参加できない生徒も，「これは，…

だと思う！」と積極的に話し合いに参加して

いた姿に驚いた。また，実際に作文を書き 始

めても，いつもは「何を書いたらいいんです

か？」と聞く生徒も，シーンとした静かな雰

囲気の中黙々と取り組んでいる。もっと時間

が欲しい！」「まだ（書きたいことが）書き終

わらないよー」と，生徒が「もっと書きたい！」

と作文にとても意欲的に取り組む姿が印象的

だった。( 茅野・時田 2021，pp.12-13)

　
小中高いずれの学校でも作文の時間を嫌う児童

生徒は多い。また作文を嫌う理由として挙げられ

るのが「何を書いていいかわからない」「どう書

いていいかわからない」の２つであることも共通

している。看図作文は，これら２つのわからなさ

を克服し，誰一人取り残すことなく作文の授業に

取り組んでもらえる方法なのである。しかも，初

めて看図作文の授業する新卒の教員を取り残すこ

ともない。

　看図作文は，多くの先生方の力を借りて発展し

てきた。中でも大きな力になってくれたのが全国

看図アプローチ研究会専属アートスタッフ石田ゆ
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きと中学校国語教員森寛である。看図作文では，

作文の材料として絵図を用いる。絵図はどんなも

のでもいいわけではない。これまでの研究では「あ

る種の分かりにくさ」を備えた絵図が必要である

ことが分かっている。看図作文に活用する絵図の

ほとんどを制作してくれているのが石田である。

そして石田が新しい絵図を制作すると，森がそれ

を活用した看図作文授業をする，という連携体制

が出来ている。新しい絵図が生まれるたびに，森

は 4 ～ 5 クラスくらいで授業を行ない，絵図ご

との「看図作文授業モデル」を作ってくれている。

これまで膨大な数の絵図が制作されているため，

森は日本で一番多く看図作文授業を実践している

教員になっている。その森が看図作文について次

のように解説している。

　「看図作文の授業」は，研究授業や公開授業

には「もってこい」です。昨今の研究テーマ

となる「主体的・対話的で深い学び」でも，「ア

クティブラーニング」でも，どうにでもなり

ます。教室にいるすべての生徒が授業に集中

し，全員が作文を書き上げ，読んでみると個

性もあってレベルも高い……。そんな姿を参

観者は目の当たりにします。生徒の本気の姿

にふれると，他の教科の先生方も，自分の授

業の在り方を見つめ直すのではないでしょう

か。

　生徒も先生も参観者も楽しみながら絵図を

読み解いているうちに，「主体的な学び」も「対

話的な学び」も「深い学び」も，すべて見事

に成立させてしまいます。それが「看図作文

の授業」です。( 森 2020，p.17)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　「看図作文」の授業で使う「絵図」が持つエ

ネルギーは，生徒を自動的に「主体的」にさ

せてしまいます。「非・主体的」でいることを

許さない，と言っていいかもしれません。大

人も子どもも引きこまれ，つい本気になって

しまう装置となるのが「看図作文」の授業な

のです。( 森 2022，p.41)

写真 1

写真 2

　写真 1・写真 2 は，森が行った看図作文授業の

シーンである。対話的に学ぶ場面 ( 写真 1) でも，

全員一斉に作文を書く場面 ( 写真 2) でも，「教室

にいるすべての生徒が授業に集中」していること

がよくわかる。看図作文は，誰一人取り残すこと

のない作文の授業方法なのである。看図作文は，

活用する絵図に様々な工夫が凝らされている。多

くの先生方が活用できるように絵図も書籍とし

て公刊されている ( 石田 2025，鹿内・石田編著

2025，鹿内編著 2010，鹿内編著 2014)。

シーン 2　[VR 看図アプローチ ] による看護教育
　VR(Virtual Reality) 技術の教育への応用が検討

されるようになったのはつい最近のことである。

看護教育における VR 技術の活用状況について，

織田は次のように解説している。

　看護基礎教育では，患者の状態を的確に把

握して，適切な判断と予測を行い，必要に応

じた看護援助を提供する「臨床判断能力」の

育成が重要です。この能力を育成するため，

看護基礎教育ではシミュレーション学習や新
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しい技術の導入が進んでいます。2024 年 6

月に提示された文部科学省の看護学教育モデ

ル・コア・カリキュラム改訂案には，初めて

VR(Virtual Reality：仮想現実 ) 技術の活用が

取り上げられました。( 織田 2025，pp.251-

252) 

　織田はこの動向に先駆けて，VR 技術と看図ア

プローチを組み合わせた学習方法 [VR 看図アプ

ローチ ] を開発し，実践を重ねてきた ( 織田・加

藤 2022)。[VR 看図アプローチ ] は，すでに洗練

された教育技術として確立しており，藤田医科大

学看護学科のいくつかの授業の中に実装されてい

る。

写真３

写真４

　写真 3 は「成人看護学実習 ( 急性期 )」という

臨地実習の科目の事前学習に [VR 看図アプロー

チ ] を活用している場面である。学生たちは看図

アプローチの原理に基づきながら，VR ゴーグル

とタブレットを活用したペア学習を行っている。

写真 4 は，[VR 看図アプローチ ] で収集した情報

をグループ内で共有している場面である。いずれ

の場面でも，フリーライダーになっている学生は

ひとりもいない。ここでも，「誰一人取り残さない」

が実現されている。

シーン３　高齢者対象市民公開講座
　「誰一人取り残さない」は生涯学習の場面でも

大切にすべき理念である。看図アプローチは「誰

一人取り残さない生涯学習」もサポートすること

ができる。

写真５( 刈谷市役所提供 )

　写真 5 は，高齢者を対象にして実施された市

民公開講座の１場面である。講師は織田千賀子。

スクリーンに映っているのは，石田ゆきが制作し

た「ポジティブきゅうちゃん」である。織田のレ

ポートを紹介する。

　通常は 20 ～ 30 人が参加する講座ですが，

今回は，キャンセル待ちが出るほどの人気講

座となりました。80 名という満席の参加を得

た盛会となりました。

　「お守りきゅうちゃん」をアイスブレイクに，

「ポジティブきゅうちゃん」をメインワークに

活用しました。参加者の多くは高齢者でした

が，性別・年齢に関係なくとても楽しそうに

盛り上がっていました。
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　「お守りきゅうちゃん」で一気に場が和んだ

ことが，とても印象的でした。「ポジティブきゅ

うちゃん」は，今回も多くの方が笑顔で大変

盛り上がり，NK 細胞が増えたと思います。終

了後には，多くの方から「楽しかった」「きゅ

うちゃんを使った説明が分かりやすかった」

などの感想をいただきました。

　また，職員の方からも「私自身，大変勉強

になり，市民の方も大変満足して帰られまし

た」とのお言葉をいただきました。

　写真 5 からは，ここで報告されている様子が

よく伝わってくる。この場にいるすべての方たち

が積極的に課題に取り組んでいる姿を読み取るこ

とができる。看図アプローチは生涯学習でも「誰

一人取り残さない」を実現する方法になるのであ

る。

　なお，「お守りきゅうちゃん」「ポジティブきゅ

うちゃん」の絵図とそれらの活用方法については

鹿内・石田 (2025) で詳しく紹介している。

Ⅳ．スーパーサイエンスハイスクールでの看図ア
プローチ実践と SDGs
自ずと SDGs の授業になっていく
　看図アプローチは汎用性が高い。また探求型の

授業デザインによくなじむ。このため探究型の授

業づくりに特に力を注いでいるスーパーサイエン

スハイスクールでは，各教科で看図アプローチが

活用されている。本節ではスーパーサイエンスハ

イスクール指定校である熊本北高校での実践を紹

介していく。

　前述したが，看図アプローチはことさらに

SDGs を強調して行われることはほとんどない。

SDGs は標榜しないが，授業の内容は SDGs の達

成に大きな貢献をしている。そういう実践が多

い。溝上広樹が熊本北高校で行った「生物」の

授業実践 ( 溝上 2022) もそのひとつである。溝

上の実践は次のタイトルで論文にまとめられて

いる。「１人１台端末を利用した高校生物におけ

る看図アプローチ授業実践」。このタイトルから

SDGs との深い関わりを読み取るのは難しい。し

かし実践の内容は「生物多様性」に関する教材開

発と授業デザインに工夫を凝らしたものになって

いる。溝上が行っている授業は，ESD(Education 

for Sustainable Development) 実践そのものなの

である。にもかかわらず論文タイトルと実践内容

との間に乖離が生ずるのには理由がある。スー

パーサイエンスハイスクールには，その時々の教

育政策が求める様々な役割が与えられている。た

とえば，GIGA スクール構想では，１人１台端末

等のICT 環境とこれまでの教育実践のベストミッ

クスを図り，主体的・対話的で深い学びの観点か

らの授業改善の一層の充実を求めている ( 文部科

学省 2020)。溝上実践はこのニーズに応えること

を目的にして行われているため論文のタイトルも

「GIGAスクール構想」に沿ったものになっている。

また，「生物多様性」のような SDGs に関わる内

容を取り上げることは，溝上にとっては「自明な

こと」になっている。そのため，それをタイトル

に反映させる必要性も低いのである。タイトルに

SDGs は含まれていないが，実践内容は SDGs の

達成に大きく貢献している。さらに「質の高い教

育をみんなに」という SDGs の「目標 4」にも貢

献する実践になっている。

学習指導要領解説を ESDにつなげる
　現行の学習指導要領等でも ESD の指針は呈示

されている。たとえば『高等学校学習指導要領(平

成 30 年告示 ) 解説―理科編　理数編』では次の

ことが特記されている。

科学技術が日常生活や社会を豊かにしている

ことや安全性の向上に役立っていることに触

れること。また，理科で学習することが様々

な職業などと関連していることにも触れるこ

と。( 文部科学省 2018，p.187)

　この指針を具体化していくために，さらに次の

解説が加えられている。( 文中下線は引用者 )
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近年，資源の有効利用に貢献する技術，汚染

物質や廃棄物を減らす技術やシステムなどが

私たちの生活の中に浸透し，重要性が増して

いる。このことは，ただ利便性や快適性を求

めるだけではなく，次世代への負の遺産とな

らないように，持続可能な社会をつくってい

くことの重要性が高まっていることを示して

いる。こうしたことの重要性に気付かせる意

味でも，「理科の見方・考え方」を働かせ，観

察，実験などを通して，理科で育成を目指す

資質・能力を育むことが大切である。( 文部科

学省 2018，p.188)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「生徒が自然の事物・現象に関わり，様々な課

題に自立的に対応できるようにしていくため

には，生徒に理科を学ぶ意義を実感させ，理

科の学習で育成を目指す資質・能力が，様々

な職業などに関連していることにも触れるよ

うにすることが大切である。

( 文部科学省 2018，p.188)

　

　
この解説を実現する実践を前田敏和・溝上広樹 

は行っている。この実践をまとめたのが前田・溝

上 (2022) 「高校化学における看図アプローチを

活用した授業実践－イオン化傾向とその社会での

利用を学ぶ－」である。前田らは「防食作業をし

ている人物」が写っている写真をビジュアルテキ

ストにしている。しかしその写真は「防食作業」

と関連づけて読み解くのは難しいものである。こ

のため生徒たちは，よい意味で予想を裏切られな

がらかつ知的好奇心を喚起されながら主体的で対

話的で深い学びを展開していく。この様子を前田

らは次のように報告している。

「本稿で報告した授業では，看図アプローチに

よってキャリア教育の視点を育むことができ

ていることも特筆すべき点である。教員から

の教え込みや誘導無しに，科学技術だけでな

く，それを生み出した人やその仕事に携わる

人への視点が，生徒の中に自然と生まれてい

た。( 前田・溝上 2022，p.8)」

　このまとめは，生徒たちの次のような感想から

導かれている。生徒感想の一部を載せておく。「●

金属を得るためではなく，その金属を守っている

というのが予想外だった。そういう仕事をしてい

る人にも感謝したい。●ダニエル電池を発電とし

て使うのではなく，還元に着目して利用する発想

が面白かった。箱のようなものが亜鉛だと気付け

なかったことが少し悔しいです。●予想と大外れ

で面白かった。●思っていたものと全然ちがって

びっくりした。これをしようと思った人はすごい

と思いました。」

　この実践は，前述した SDGs 目標 4 のターゲッ

ト 3「全ての人々が男女の区別なく，手の届く質

の高い技術教育・職業教育及び大学を含む高等教

育への平等なアクセスを得られるようにする。」

の達成にも貢献するものでもある。

　なお，前田らは，企業ホームページを渉猟し，

教材価値が極めて高い写真を見つけ出しビジュア

ルテキストとして活用している。本稿ではその写

真の著作権処理が間に合わなかったため引用を割

愛している。前田ら (2022) には，著作権処理を

済ませた写真が掲載されている。看図アプロー

チや SDGs の授業づくりのヒントになるだけでな

く，前田らの授業づくりセンスの良さもよく伝

わってくるビジュアルテキストである。前田ら

(2022) を参照いただきたい。

　熊本北高校では，SDGs「目標 4 のターゲット

3」の達成に貢献する地学の授業も行われている。

それが，寺田昂世・溝上広樹 (2024) の「高校地

学基礎における看図アプローチを活用した授業実

践－半減期と過去の大気濃度の研究について学ぶ

－」論文である。この実践では「ビジュアルテキ

ストの解釈の過程で人々が何をしているのかをよ

く考える段階を踏んだことで，職業や仕事の内容

についてもっと知りたいという好奇心が高まっ

ていた。この結果は，前田ら (2022) の報告と一
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致しており，キャリア教育の観点からも ( 寺田

他 )2024，p.9)」看図アプローチは有効であるこ

とが追認されている。

Ⅴ．気が付けば SDGs
　上に紹介してきたもの以外にも，数多くの看図

アプローチ実践が積み重ねられている。実践領域

も「防災教育」「特別支援教育」「幼児教育」「栄

養教育」等々，多様である。それらの実践報告を

紐解いてみるとその内容は SDGs の 17 の目標お

よび 169 のターゲットのどれかに必ず関連づけ

られる。私たちは看図アプローチの実践方法の発

展に力を注いできた。しかしその全体を俯瞰して

みると，実は私たちは SDGs という地球規模の問

題解決に取り組んでいたのだということに気づか

される。私たちはこれからも，各地の実践者・研

究者はもちろん，高校生・大学生等の若い力も借

りて看図アプローチの実践と方法をさらに発展さ

せていかなければならない。それが持続可能な社

会の発展につながっていくのだという答えに私た

ちはたどりついている。
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                                        2025 年 7 月 25 日受理
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編集後記

　今号の原稿は，最初に三原菜奈海他論文が届きました。その原稿を読んでいたら，私の中から賞賛の

「ことば」が湧き出て止まらなくなってしまいました。

　続いて，江草千春論文が投稿されました。江草は「定時制高校の英語教育」をテーマにして，これま

でに多くの実践研究を重ねてくれています。私は，江草の研究に対しても，三原他論文に対してもった

ようなリスペクトを感じました。そして，三原他論文・江草論文に感じた思いを「ことば」にしてちゃ

んとまとめておきたいと思いました。

　その作業を始めたら，通常の「編集後記」には納まりきらない質と量のノートができてしまいました。

それを「研究ノート」として 25 号に掲載させてもらいました。結局，看図アプローチの実践・研究に

力を貸していただいているみなさま方全員に対する「感謝のことば」として，私の研究ノートはまとま

りました。これからも「全国看図アプローチ研究会」はひとつのチームとして社会に貢献できる実践・

研究活動を継続していくことと思います。引き続きのお力添えをよろしくお願いいたします。

＜表紙を読み解く＞

　表紙の花は「イモーテル」。ちょうど今の季節，6～8月に花を咲かせます。イモーテルの大きな特徴は，

いつまでも「みずみずしさ」を失わないことです。表紙写真はドライフラワーにしたものですが，それ

でも「強い生命力」を感じさせてくれます。

　本研究誌も今号で 25 号になります。看図アプローチの「みずみずしさ」「しなやかさ」を伝える媒

体として育てていきたいと思います。「イモーテル」には「不滅」という意味もあります。

文責　鹿内信善
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